













































　　井上　直樹	 　京都府立大学文学部	 	 	 王権の理念と実態の把握
　◎上野　祥史	 　本館研究部考古研究系	 	 	 「王権」視点の統括・全体の総括
　　岸本　直文	 　大阪市立大学大学院文学研究科	 	 倭王権の実態
　　下垣　仁志	 　立命館大学文学部	 	 	 倭王権の実態
　　杉井　健	 　熊本大学文学部	 	 	 地域社会の検討（九州）
　　高久　健二	 　専修大学文学部	 	 	 境界の検討（朝鮮半島）
　○高田　貫太	 　本館研究部考古研究系	 	 	 「地域社会」視点の総括
　　新納　泉	 　岡山大学大学院社会文化科学研究科	 地域社会の実態（瀬戸内）
　　仁藤　敦史	 　本館研究部歴史研究系	 	 	 王権の理念と実態の把握
　　橋本　達也	 　鹿児島大学総合研究博物館	 	 境界の検討（南方）
　　坂　靖	 　奈良県立橿原考古学研究所附属博物館	 地域社会の実態（近畿）
　　広瀬和雄	 　本館研究部考古研究系	 　	 	 倭王権の実態
　　藤沢　敦	 　東北大学埋蔵文化財調査室	 	 境界の検討（北方）
　　松木　武彦	 　岡山大学大学院社会文化科学研究科	 倭王権の実態
　　山本　孝文	 　日本大学文理学部	 	 　	 朝鮮半島諸王権との比較
　　吉井　秀夫	 　京都大学大学院文学研究科	 	 朝鮮半島諸王権との比較











































































































































































































　【第 5回研究会】　　　於歴博　　　2015 年 3 月 7 日・8日
　藤沢　敦　　「弥生時代後期から古墳時代の北海道・東北地方における考古学的文化の分布」
　下垣仁志　　「国家形成と器物保有―鏡の保有をめぐる断想―」
　上野祥史　　「器物の価値とその意義」
　第 1回研究会では，倭王権を墓制システム，歴史書の編纂過程，地域社会構造という 3つの視点
から検討した。岸本直文は，3世紀前半の前方後円墳に注目し，400 年間維持された古墳時代の基
軸たる前方後円墳共有システムが始動するプロセスを検討し，倭王権の本質について検討した。仁
藤敦史は，4日本書紀の神功記の外交交渉を対象に，日本書紀と百済三書の参照関係を整理し，そ
れぞれの編纂時期や編纂背景を論じ，史書記述の王権及びその外交関係を相対化すべきことを指摘
した。坂靖は，6世紀の古墳時代後期を対象として，古墳築造や集落・生産遺跡の相互関係を検討し，
大和地域の遺跡構造から，王権の所在する地域社会の実相を描写した。
　第 2回研究会では，主に百済地域を対象としつつ，朝鮮半島の王権の特質や構造を，墳墓築造に
みる葬制や威信財の配布，王統譜という視点から検討した。吉井秀夫は，朝鮮半島や日本列島の各
地域が横穴系墓制を受容するプロセスを，外来要素と在地要素の関係性で評価し，共通性や地域の
独自性を抽出し，各地域音権力構造を素描した。山本孝文は，3世紀から6世紀に至る長期的視点で，
百済の墓制の変遷過程を整理し，王墓と他階層の墳墓との階層関係から，画期を抽出し，その意義
を社会構造の変化として評価した。ともに，墳墓の形態を直接比較した分析ではなく，墳墓を構成
する諸要素の相互関係を比較検討したものとして注目できる。井上直樹は，王統が一時中断し百済
王権が振るわない熊津期に注目し，日韓中の史書を対照して，外交記録を基に，その王系の位置付
けを検討した。それは，外交に反映された百済王権の構造をよみとくものでもある。
　第 3回研究会では，群馬県域での遺跡・遺物検討をあわせておこなった。古墳築造と生産基盤の
変遷が対照でき，首長と地域社会との関係が多視点で評価できる上野の地域社会を検討し，倭王権
と地域首長の関係と，地域首長の権力の根源・由来を対照した検討をおこなった，
　研究会では，5世紀以後に朝鮮半島からの影響を強く受けた東国上野の社会に注目し，東アジア
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との関係，倭王権との関係が地域社会を新たに規定する様子を，内外の視点で評価した。杉山秀宏
をゲストスピーカーに迎え，榛名火砕流に埋もれた金井東裏遺跡の調査情報を基に，集落や生産単
位，墳墓などの空間構造を復元し，甲冑装着した地域首長を取り巻く地域景観を検討した。若狭徹は，
具体的な動きが鮮明に追える東国上野の地域社会の，6世紀以後の動きを日本書紀や碑文などの文
字資料と考古学状況を対照して描き出し，地域経営システムの実態を検討した。高田貫太は，朝鮮
半島に倭系古墳を築造する歴史的意義を，在地の地域集団や在地の墓制の視点から整理した。外来
墓制の受容をめぐる比較の視点は，東国上野域に多い渡来系墳墓の積石塚の相対的評価にもつなが
る。
　第 4回研究会では，地域社会における古墳の築造を，設計原理と階層構造，集落との対比という
視点から検討した。新納泉は，吉備の大型前方後円墳の 3次元計測をもとに，その設計原理及び基
本単位を詳細に復元し，何により前方後円墳の形態が決定するのか論じて，地域社会に古墳を築造
する際の規範・基準を推察した。松木武彦は，吉備地域に注目して，小地域ごとに集落の相互関係
から地域集団の階層化・構造化を検討し，古墳の築造と対比させることによって，古墳時代を通じ
た地域社会の動きとその画期を論じた。杉井健は，熊本県域を対象として，小地域ごとに古墳の築
造と集落の存続を対比させ，弥生時代後期から古墳時代前期への動きを整理し，地域社会に有力な
古墳（首長墓）が生れる背景を推察した。
　第 5回研究会では，倭世界と北方世界の相互作用を藤沢敦が報告し，古墳時代の器物の保有の視
点から倭王権と地域社会・首長の動きを下垣仁志と上野祥史が報告した。藤沢敦は，弥生・古墳文
化と続縄文文化との関係を整理し，文化接触の実態と変遷過程を丁寧に整理し，気候変動だけでは
ない交易・生業などふくめた環境の変化の視点から評価した。下垣仁志は，地域社会における鏡の
取扱いに注目し，古墳時代前期から中期を射程に，器物保有を通じた集団の編制原理を検討した。
それは，国家形成論における器物授受の議論を「受」の側面で推進する試みである。上野祥史は，
倭王権が東アジア由来の外来器物を選択するプロセスと，地異首長が価値を認識するプロセスに注
目し，倭王権が価値を創出する状況を，東アジアと地域首長の視点から検討した。
4．研究の成果と課題
　本研究では，「東アジア」「王権」「地域社会」
という 3つの視点で古墳時代社会を検討すること
を具体的な目標として掲げた。3年の研究期間を
通じた議論は，「倭王権の実態」「王権の比較」「倭
の地域社会」「倭世界の境界」という 4つの視座
に集約される。
　【倭王権の実態】　日本列島世界において，社会
関係構築の中心的立場であり続けた倭王権の実態
については，前方後円墳の築造と副葬品を中心に
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した検討を進めた。前方後円墳も器物もともに，倭王権が創出し地域社会も共有する存在であるが，
倭王権が創出するプロセスと地域社会が受容するプロセスを検討対象として，構造物や器物が紐帯
と序列を表象した古墳時代の権力構造を明らかにした。
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　【王権の比較】　王権と地域社会の相互関係から整
理した倭王権の実態を，朝鮮半島の王権や王権の理
念といった他の「王権」の視点で比較した。前者で
は，墳墓が表象する社会の紐帯・区分原理や，墳墓
形態の違いにみる行為や観念の変化を検討し，王権
と地域社会の相互関係に基づいて，朝鮮半島の権力
構造を明らかにした。後者では，倭と百済，新羅と
いう特定の王権に限定してはいるが，王権と海外権
力との政治交渉の実態，あるいはそれを通じた王権
と地域社会の関係を検討し，王権の実態と志向した
王権の理念を対比した。いずれも，倭王権の実態に
対比しうる，「王権」という比較視点を提示している。
　【倭の地域社会】　地域社会では，地域首長を結節
点とした，地域集団と首長との「内なる」関係と地
域首長と王権中枢との「外なる」関係に注目した。
九州・吉備・近畿・東国の集落の動態を対象に，地
域社会の二つの関係を検討し，生産基盤や交易と
いった実体経済の視点から，地域首長の権力の源泉
について論を進めた。王権中枢の所在地である近畿
も同じ視点で検討することにより，実態としての王
権と地域社会の比較を実践したのである。
　【倭世界の境界】　そして，前方後円墳が代表する
倭系古墳を築造しない日本列島の北辺と南辺，そし
て倭系古墳を築造する朝鮮半島を対象に，前方後円
墳を共有する現象の意義を検討した。隣接地域との
関係をもとに地域動態を整理し，倭系文化の受容や
倭王権の政治関与を対比した。いわば，王権間の政
治交渉には該当しない「もう一つの倭の外の世界」
に注目することで，王権と地域社会の関係が実体化
する「倭世界」を相対評価するものであった。
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　【横断的議論と比較視点】　これらは，個別に議論が深化しただけではなく，相互に連携して横断
的した議論が展開した。倭王権には，器物システム・儀礼システムの中心にある理念的中心として
の倭王権と，大和の地域社会の動きにみる実態としての倭王権があり，両者を対照することにより，
倭王権の実態そのものが多元的に描き出された。加えて，文献資料にみる，理念された王権の姿を
重ねることにより，倭王権は 3つの側面から相対的に評価することを可能にした。こうした多視点
での王権の評価は，朝鮮半島の諸王権，とくに百済については同じ枠組みでの再構築が可能である。
墳墓の築造を通してみる王権の位相と，地域間関係と連動した対外交渉の推進にみる王権の位相を
対比して，百済王権を相対的に評価することも可能になるのである。
　また，本研究では遺跡及び地理環境・景観の共有が，議論の前提になると考え，東国・吉備とい
う地域社会，鹿児島大隅と青森八戸と境界領域を対象に現地調査をおこない，それを踏まえた議論
を展開した。境界領域や地域社会の検討を通じて，地域社会が王権を介さずに東アジア世界とつな
がる事例を改めて評価し，倭の対外関係と倭の内部関係が「王権」を結節点にした別個に議論され
るものではないことをも示した。倭世界についても，王権からの一方的視点ではなく，地域社会か
らの視点を対照することによって，相対化的な視点で描き出すことも可能となるのである。
　【基幹研究での位置付】　基幹研究では，「列島世界の南と北」「国際関係」「環境」という 3つを，
共通テーマとして掲げている。東北北部以北（続縄文文化）や南島（貝塚後期文化）との関係，あ
るいは朝鮮半島南部（三国社会）との関係を提示した「倭世界の境界」の議論は，異文化と接する「境
界」からその世界の本質・特質を描いたものである。朝鮮半島の王権や王権の対外交渉を検討した
「王権の比較」の議論は，東アジアという「国際的」視点から倭王権を相対化する取組である。また，
生産基盤や交易から権力の源泉を検討した「倭の地域社会」の議論は，地域社会という「環境」の
利用という側面も併せ持つ。なお，共通テーマ以外にも，倭王権あるいは，倭世界の実態は，現象
論として描き出すだけでなく，人類学的な国家形成論や権力生成論とも対照した検討も一部でおこ
なっており，他の時空間における「王権」あるいは「権力」との比較も射程にとらえるものとなっ
た。これは，古代社会を対象とする研究ブランチとの接点にもなりうるものである。
　本研究では，多元的な検討を通じて，現状の研究水準を反映した古墳時代社会の実態を詳らかに
した。そして，文化規範の共有をそれぞれの視点で改めて問い直し，社会の編制原理や紐帯原理を
明らかにすることにより，古代国家の前史としての印象が強い古墳時代社会を相対的にとらえたの
であり，共同研究の目的は実現し得たものと考える。
（国立歴史民俗博物館研究部）
